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2021 年度　理工学部インターンシップ実施委員名簿

コース 氏名

委 員 長 マテリアルコース 大　柳　洸　一

副委員長 数理・物理コース 根　岸　健太郎

編集委員 生命コース 金　子　武　人

委 員

化学コース 塚　本　　　匡

電気電子通信コース 大　坊　真　洋

知能・メディア情報コース 張　　　建　偉

機械科学コース 小野寺　英　輝

社会基盤・環境コース 大河原　正　文

教務委員 明　石　卓　也

学務課 理工学部担当（学生センターＡ棟④番窓口）

　新型コロナウイルス感染症が世界的に流行

するという未曽有の状況のなか、本学部では

昨年度に引き続き対象学生を限定しインター

ンシップ事業を実施することとなりました。

大幅に規模を縮小しての実施となりました

が、例年行っている事前指導に加え、感染拡

大防止等に関わる指導も行いながら、10 名

の学生が無事にインターンシップを終えるこ

とができました。

　このような状況下で学生をお受け入れ頂い

た事業所、ならびに実習の実現には至りませ

んでしたが受入の了承を頂いた事業所の皆様

方には深く感謝申し上げます。誠にありがと

●掲載URL
　http://www.se.iwate-u.ac.jp/is/

うございました。アンケートなどを通して頂

戴したご意見は、貴重な資料として来年度の

実施に反映させる所存でございます。今後も

インターンシップについてのお問い合わせや

ご意見などをお待ちしておりますので、ご遠

慮なくお申し出ください。

なお、下記ページにインターンシップ情報を

掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

Thank you...

インターンシップとは、「学生
が在学中に自らの専攻、将来の
キャリアに関連した就業体験を
行う制度」（文部科学省、厚生
労働省、経済産業省定義）で、岩
手大学では下記概要により実施
しています。

１.目 的
岩手大学理工学部「社会体験学習」
（以下「インターンシップ」とい
う）事業は、学生に職場体験させる
ことにより、主体的で創造的な人材
の育成を図ることおよび事業所、地
域との連携を図りながら、広く社会
に貢献することを目的としていま
す。

２.対象学年
この科目の主な対象学年は３年次
で、集中学習として計３回の事前・
事後指導全てに参加する必要があり
ます。なお、単位認定も実施してお
り取得できる単位数は１、または２
単位です。

３.実習期間及び実習内容
実習期間は原則として夏期休業期間
中の１週間以上（40時間）です。
１週間（40時間）の実習で１単位、
２週間以上（80時間）の実習で２単
位が取得できます。
実習内容は基本的に各事業所等が作
成したカリキュラムによります。

物理・材料理工学科　数理・物理コース �
物理・材料理工学科　マテリアルコース �
システム創成工学科　電気電子通信コース �
システム創成工学科　知能・メディア情報コース �
システム創成工学科　機械科学コース �
システム創成工学科　社会基盤・環境コース �
���� 年度インターンシップ受け入れ事業所実績一覧 �
事業所からの Q&A �
事業所実績等内訳 �
理工学部インターンシップ実施要領 ��
理工学部インターンシップのながれ ��
学生アンケート ��
インターンシップ実施委員名簿 �� 
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インターンシップ実習に参加した学生 12 名（延べ人数）を対象に
アンケートを実施しました。

●インターンシップ受講の動機（複数回答可）

単位取得のため ………………………………… 12
自己啓発、研鑽のため ………………………… 10
家族、友人、先生からの薦め ……………………4
就職先の一つとして考えている企業のため ……2
なんとなく・無回答 ………………………………0

●研修期間について

適切な長さだった …………………………………7
もっと長くても良いと思った ……………………1
長かった ……………………………………………3
その他 ………………………………………………1

●研修先の受入れ体制は整っていたか

整っていた …………………………………………9
完全とは言えないが基本的に満足 ………………2
不十分 ………………………………………………1

●実習内容に対する満足度

満足 …………………………………………………9
やや満足 ……………………………………………1
やや不満足 …………………………………………1
無回答 ………………………………………………1

●受け入れ先の対応に対する満足度

満足・やや満足 ………………………………… 11
不満足・やや不満足 ………………………………1

●今回参加して得るものがあったか

得るものが大いにあった …………………………9
得るものがあった …………………………………3

12



理工学部 インターンシップの流れ

学　生 大　学 事業所

●事業所の現場における実習を通じて、 
自主性、独創性、実社会での適応力を
養うことができる。

●実際の現場に触れることで、学問･研究に
ついて新たな学習意欲が喚起される。

●事業所に対する理解が深まる。

●自分にあった職業を選ぶ能力が身に
付く。

●将来に対して同様の目的意識を持って
いる仲間と出会うことができる。

●実践的な人材を実社会に送ることが
できる。

●座学だけでなく実践的な教育カリキュ
ラムを持つことができる。

●教育改善･充実ができる。産業界の二
一ズを知り、教育プログラムの共同開
発など教育面で連携できる。

●事業所に対する理解の促進、連携が
深まる。

●学生の進路指導において、ミスマッチ
ングを防ぐことができる。

●社員等が学生を指導することによって意
識が向上し、社員の研修になる。
●学生との意見交換を通じ、新鮮な視点、
新たなネットワークを得ることができる。
●自社に適した学生と、つながりを持つこと
ができる。
●新卒採用の選考において参考になる(ミ
スマッチングを防げる）。
●大学（教員等)との連携が深まる。研究二
一ズを大学へ反映させることができる(卒
論、修論テーマ、共同研究への発展など）。
●大学教育に産業界等の二一ズを反映さ
せることができる。教育プログラムの共
同開発など教育面で連携できる。
●事業所についての理解が促進され、学
生を通してPR効果が期待できる。
●実践的な人材育成という社会貢献ができる。

大学のメリット学生のメリット 受け入れ事業所のメリット

4月上旬

5月上旬

5月下旬

6月

7月上旬

8月～9月

10月～11月

1月

参加、概要等の検討受入依頼
受入条件確認

ガイダンス

受入事業所
概要確認

事業所概要まとめ
受入事業所リスト公開

概要、条件、
カリキュラムの提示

受入事業所リスト
学生リストの確認

履修申込
実習事業所の希望提出

受入協定の締結（覚書取り交わし）実習生紹介書の作成

受入先調整、決定実習先の決定

実習に関する事前打ち合わせ（学生↔事業所）

インターンシップガイダンス ～マナー編～

事業所訪問

インターンシップの実施

事後指導（レポート作成、まとめ、コース内報告会）

とりまとめ実習の反省、意見 実習の評価、要望、提言

単位認定
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

私
は
10
月
18
日
か
ら
10
月
29
日
ま
で
の
間
︑
自
然
科
学
研

究
機
構
核
融
合
科
学
研
究
所
様
の
夏
季
短
期
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

数
理
・
物
理
コ
ー
ス
の
4
年
次
に
行
わ
れ
る
専
門
英
語
セ

ミ
ナ
ー
で
宇
宙
で
の
元
素
合
成
に
つ
い
て
の
教
科
書
を
読
み
︑

核
融
合
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
︒
そ
こ
か
ら
︑
核
融
合
発
電

の
実
現
に
向
け
て
研
究
を
進
め
て
い
る
核
融
合
科
学
研
究
所

様
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
し
て
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
担
当
教
員
で
あ
る
鈴
木

助
教
の
研
究
の
一
部
を
体
験
し
ま
し
た
︒
鈴
木
助
教
の
行
っ

て
い
る
研
究
は
︑
研
究
所
が
所
有
し
て
い
る
大
型
ヘ
リ
カ
ル

装
置
の
プ
ラ
ズ
マ
を
利
用
し
て
︑
新
規
の
多
価
イ
オ
ン
の
元

素
ス
ペ
ク
ト
ル
を
発
見
す
る
︑
と
い
う
内
容
で
す
︒
そ
の
中

で
︑
今
回
私
は
︑
実
験
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
波
長
校
正
す

る
作
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
は
︑
横
軸
で
あ
る
波
長
が
実
験
す
る
ご
と
に
異
な
る
の
で
︑

ピ
ク
セ
ル
値
に
変
換
す
る
こ
と
で
︑
有
用
な
デ
ー
タ
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
︒
私
は
︑
デ
ー
タ
の
ス
ペ

ク
ト
ル
の
ピ
ー
ク
検
出
を
用
い
て
︑
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
三

次
関
数
で
多
項
式
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
︒
ま

ず
︑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︑
過
去
の
校
正
済
の
デ
ー
タ
か
ら
一
致

す
る
多
価
イ
オ
ン
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
選
択
す
る
同
定
と
い
う

作
業
を
行
い
ま
す
︒
ピ
ー
ク
検
出
し
た
ピ
ク
セ
ル
値
と
︑
同

定
し
た
ス
ペ
ク
ト
ル
の
波
長
を
も
と
に
三
次
関
数
で
多
項
式

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
︑
誤
差
を
求
め
ま
す
︒
そ
の
誤
差

が
目
標
の
値
ま
で
近
づ
く
ま
で
こ
の
校
正
を
繰
り
返
し
ま
す
︒

　

校
正
す
る
際
に
特
に
大
変
だ
っ
た
の
は
︑
同
定
の
作
業
で

し
た
︒
一
見
単
純
そ
う
に
見
え
ま
す
が
︑
同
定
を
間
違
え
る

と
︑
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
︒
元
素
ス
ペ

ク
ト
ル
の
放
射
の
強
弱
や
︑
遷
移
前
後
の
ス
ピ
ン
の
状
態
な

ど
同
定
す
る
際
に
判
断
材
料
と
な
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
︒
さ
ら
に
︑
よ
り
強
く
放
射
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
を
選
択
す
る
な
ど
同
定
を
す
る
時
に
は
広
い
視
点
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
︒
私
は
︑
校
正
の
作
業

を
す
る
こ
と
が
初
め
て
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
︑
視

野
が
狭
く
な
り
が
ち
で
し
た
︒
作
業
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ

と
で
︑
自
分
自
身
に
も
同
定
に
関
す
る
判
断
材
料
が
増
え
︑

幅
広
い
視
野
で
校
正
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

研
究
を
す
る
う
え
で
︑
快
適
な
環
境
作
り
を
心
が
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
︒
同
じ
作
業
を
効

率
的
に
こ
な
す
た
め
に
は
︑
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
研
究
に
取

り
組
む
の
で
は
な
く
︑
集
中
力
の
持
続
す
る
よ
う
に
オ
ン
と

オ
フ
を
切
り
替
え
て
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
︑
長
く
効
率

的
に
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
か
ら
考
え
ま
し
た
︒

　

10
日
間
の
実
習
を
通
し
て
︑
自
分
の
知
識
不
足
を
感
じ
る

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
︑
研
究
に
対
す
る
考
え
方
や
︑

自
分
の
適
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
今
回

の
実
習
で
得
た
知
識
や
経
験
を
今
後
の
研
究
に
い
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
︑
非
常
に
多
忙
で
社
会
情
勢
上
困
難

が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
︑
夏
季
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
っ
て
︑
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
核
融
合
科
学
研
究
所

の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
︒

　物理・材料理工学科   数理・物理コース

【期　間】

令和3年10月18日（月）～
10月29日（金）〈10日間〉

【実習先】

自然科学研究機構
核融合科学研究所

研
究
に
対
す
る
考
え
方
や

自
分
の
適
正
に
つ
い
て
考
え
た

佐さ

さ

き
々
木
　
凛り

ん

● INTERNSHIP REPORT
Pick Up
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

私
は
今
回
8
月
30
日
か
ら
9
月
10
日
ま
で
の
10
日
間
︑
岩

手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
素
形
材
プ
ロ
セ
ス
技
術
部
に
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
県
内
の
も
の
づ
く
り
に
関

わ
る
企
業
等
へ
の
技
術
支
援
を
中
心
に
活
躍
さ
れ
て
い
て
︑

素
形
材
プ
ロ
セ
ス
技
術
部
で
は
主
に
鋳
造
︑
機
械
加
工
︑
溶

接
・
溶
射
︑
金
属
熱
処
理
︑
精
密
測
定
に
関
わ
る
技
術
相
談

や
試
験
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
私
は
昔
か
ら
も
の
づ
く
り

が
好
き
で
将
来
は
地
元
で
あ
る
岩
手
の
県
内
企
業
で
研
究
開

発
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
漠
然
と
し
た
思
い
か
ら
︑
岩
手
県

の
も
の
づ
く
り
企
業
の
支
援
に
関
連
し
た
機
関
に
興
味
を
持

ち
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
決
定
し
ま
し
た
︒

　

実
習
の
内
容
は
主
に
︑
施
設
見
学
︑
３
Ｄ
デ
ジ
タ
イ
ジ
ン

グ
装
置
の
操
作
︑
電
子
ビ
ー
ム
金
属
積
層
造
形
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
製
品
づ
く
り
で
し
た
︒
1
日
目
は
設
備
機
器
や
実
験

装
置
を
一
通
り
見
学
し
組
織
の
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
︒

岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
材
料
や
電
子
情
報
分
野
の

み
な
ら
ず
食
品
や
醸
造
ま
で
幅
広
い
分
野
の
研
究
開
発
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
︒
ち
ょ
う
ど
南
部
鉄
器
の
製
造
工
程
の
撮
影

に
遭
遇
し
︑
迫
力
の
あ
る
鋳
込
み
や
型
出
し
を
間
近
で
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
︒

　

2
～
4
日
目
は
3
次
元
立
体
自
由
形
状
製
品
を
非
接
触
で

ス
キ
ャ
ン
し
︑
形
状
検
査
やDesignX

を
使
っ
て
モ
デ
リ

ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
︒
直
接
製
品
を
見
る
と
不
具
合
な
く

感
じ
て
も
︑
３
Ｄ
ビ
ュ
ー
ア
を
通
し
て
見
る
こ
と
で
Ｃ
Ａ
Ｄ

デ
ー
タ
と
の
大
き
な
ズ
レ
や
傷
が
一
目
で
わ
か
る
の
で
形
状

検
査
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
︒
ま
た
カ
メ
ラ
や
ス
キ
ャ

ナ
ー
を
調
整
し
た
り
ソ
フ
ト
の
起
動
を
待
っ
た
り
す
る
合
間

に
他
の
作
業
を
並
行
し
て
進
め
る
よ
う
ご
指
導
い
た
だ
き
︑

改
め
て
研
究
現
場
に
お
い
て
は
時
間
を
い
か
に
有
効
的
に
使

う
か
が
大
切
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
︒

　

5
日
目
か
ら
は
最
終
目
標
で
あ
る
金
属
積
層
造
形
装
置
に

よ
る
製
品
づ
く
り
向
け
て
何
を
作
る
か
︑
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う

す
る
か
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
︒
金
属
積
層
造
形
装
置
は
い

わ
ゆ
る
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
こ
と
で
︑
電
子
ビ
ー
ム
や

レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
を
照
射
し
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
断
面
形
状
を
溶

融
・
凝
固
さ
せ
て
積
層
す
る
装
置
で
す
︒
今
回
は
日
本
で
も

数
少
な
い
電
子
ビ
ー
ム
型
の
装
置
を
実
際
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
︑
格
子
構
造
が
綺
麗
に
出
る
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
て

ド
ー
ム
型
の
置
物
と
写
真
立
て
を
製
作
し
ま
し
た
︒
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
と
聞
く
と
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
何
で
も
す
ぐ
に
造
型
で

き
る
魔
法
の
よ
う
な
装
置
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
す
が
︑

実
際
に
は
多
数
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
っ
た
り
︑
サ
ポ
ー
ト
設
計
を
す
る
際
に
取
り
外

し
を
考
慮
し
て
付
与
し
た
り
と
い
く
つ
も
の
大
変
な
作
業
工

程
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
金
属
造
型
や
鋳
造

へ
の
関
心
が
高
ま
り
︑
自
身
の
成
長
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の

良
い
機
会
と
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
最
後
に
な
り
ま
す

が
︑
お
忙
し
い
中
温
か
い
ご
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
岩
手

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
素
形
材
プ
ロ
セ
ス
技
術
部
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

　　　物理・材料理工学科   マテリアルコース

● INTERNSHIP REPORT
Pick Up

【期　間】

令和3年8月30日（月）～
9月10日（金）〈10日間〉

【実習先】

地方独立行政法人
岩手県工業技術センター

も
の
づ
く
り
を
通
し
て

自
身
の
成
長
を
促
進
さ
せ
る

村む
ら

田た

　
ゆ
り
な
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岩手大学理工学部インターンシップ実施要領 インターンシップ実施委員会

　岩手大学理工学部「社会体験学習」（以下「インターンシップ」とい
う）事業は、学生に就業体験をさせることにより、主体的で創造的な
人材の育成を図ること及び事業所、地域との連携を図りながら、広く
社会貢献の基盤を作ることを目的とする。

　この事業は3年次対象の集中学習とし、単位数は1～2単位とする。
　なお、単位認定は1週間(40時間)を1単位、2週間(80時間)を2単位
とし、2単位を限度とする。
　また、大学院生の受講を認める。

　インターンシップは、主として夏季休業期間に実施する。

　インターンシップにおける受入事業所の確保のために4月上旬に受け
入れの依頼を行い、受入条件を確認の上、事業参加への了承を得る。

　受入事業所の内容・条件(受入機関の名称、業務、住所、受入期
間、学生のインターンシップ内容、交通･宿泊施設の有無等)は5月中
に公表する。
　なお、実習中の報酬については原則無報酬として扱う。

　本事業以外に実施されている他機関の主催するインターンシップ
事業に参加することができる。
　ただし、単位認定に関する申請等は本事業の実施要領に基づき対
処する。

　学生が自己開拓した受入事業所を希望した場合は、委員会が実習
体制、カリキュラムの内容を調査し、適否を判断する。

　インターンシップ事業に参加を希望し、単位認定を受けるため
に、希望学生は授業科目「社会体験学習」を申し込まなければなら
ない。

　受入事業所の公表により参加希望学生から提出された志望理由及
び事業所の受入条件を委員会で調整の上、インターンシップ派遣学
生を決定し、6月中に発表する。
　なお、受入期間及び受入事業所における実施カリキュラムの内容
の決定は随時調整することができる。

　インターンシップ派遣学生、受入事業所及び大学との三者で覚書
を取り交わし、実施形態・実施方法を確認する。また、実習生紹介
書(履歴書)を受入事業所に提供する。
　なお、他機関によるインターンシップ事業での参加学生の場合は
理工学部インターンシップ事業の覚書等を省略することができる。

　就業体験中に万が一発生する事故等に備えて、インターンシップ参
加学生の傷害 ･ 損害等の保険加入を指導し、派遣確定後は大学で加入
の確認を行い、リスクの解消に対応する。
　なお、保険の種類として学生自身が傷害を負う場合及び学生が受入
事業所や第三者に損害を与える場合に対応できる保険とする。( 委員
会では「学生教育研究災害傷害保険」及び「学研災付帯賠償責任保険」
を推奨する。)
　また、受入事業所との覚書によって、守秘義務を負うことを確認する。

　インターンシップ希望学生は事前指導を受講しなければならない。
事前指導ではインターンシップの目的 ･ 効果、安全教育、職業意識と
心構え、ビジネスマナー、業界及び事業所の研究、履修指導、保険加
入等の指導及び学習に関して数回に分けて行い、インターンシップの
効果を上げる。
　なお、事前指導の内容は委員会で決める。

　インターンシップ参加学生は実施前に受入事業所との打ち合わせ
を行い、インターンシップの実施に支障が無いように調整する。

　インターンシップが学外の受入事業所で行われること、特に運営が
大学等の休業期間中に実施されることから、非常時の連絡体制を整備
する。

　インターンシップ実施委員会委員は実習を円滑に進行させるため、
また、大学と事業所間の連携活動として、インターンシップ期間中に
事業所を訪問し、事業のフォローアップを図る。

　受入事業所では実習に対する学生の態度、テーマヘのアプローチに
ついての評価 ･ 報告を行い、大学では学生成績評価の総合判定資料と
する。
　また、インターンシップ実施中の学生は実習日報を作成することに
より設定テーマの進捗状況を確認し、目標達成度を判断すること。最
後に自己評価を含めた実習レポートを作成し、大学に提出する。

　インターンシップ終了後、実習で得たものを学生が互いに認識し確
認しあうために、学生間のディスカッション、自己評価及び今後の学
習に必要となる課題提出等の指導を行う。

　単位の認定は、事前指導 ･ 事後指導 ･ 報告会への出席状況及び事業
所からの報告、学生からの実習日報告及び実習レポートにより総合判
定する。

　この事業の実施に関してその他必要な事項がある場合は、インター
ンシップ実施委員会で協議する。

　　目　　的1 　　就業体験中における事故 ･損害、機密保持11

　　事前指導12

　　インターンシップ実施前の打ち合わせ13

　　インターンシップの実施期間の体制14

　　事業所訪問15

　　就業体験の評価 ･報告16

　　事後指導17

　　単位認定18

　　その他19

　　対象学年等2

　　実施期間3

　　受入事業所の確保4

　　受入事業所の公表5

　　他機関によるインターンシップ事業への参加6

　　自己開拓事業所の決定7

　　履修申告8

　　受入事業所の調整及び決定9

　　覚書の取り交わし10

事前にインターンシップをきちんと理解してもらい、
事後もしっかり指導を行っています

学　生 大　学 事業所

●事業所の現場における実習を通じて、 
自主性、独創性、実社会での適応力を
養うことができる。

●実際の現場に触れることで、学問･研究に
ついて新たな学習意欲が喚起される。

●事業所に対する理解が深まる。

●自分にあった職業を選ぶ能力が身に
付く。

●将来に対して同様の目的意識を持って
いる仲間と出会うことができる。

●実践的な人材を実社会に送ることが
できる。

●座学だけでなく実践的な教育カリキュ
ラムを持つことができる。

●教育改善･充実ができる。産業界の二
一ズを知り、教育プログラムの共同開
発など教育面で連携できる。

●事業所に対する理解の促進、連携が
深まる。

●学生の進路指導において、ミスマッチ
ングを防ぐことができる。

●社員等が学生を指導することによって意
識が向上し、社員の研修になる。
●学生との意見交換を通じ、新鮮な視点、
新たなネットワークを得ることができる。
●自社に適した学生と、つながりを持つこと
ができる。
●新卒採用の選考において参考になる(ミ
スマッチングを防げる）。
●大学（教員等)との連携が深まる。研究二
一ズを大学へ反映させることができる(卒
論、修論テーマ、共同研究への発展など）。
●大学教育に産業界等の二一ズを反映さ
せることができる。教育プログラムの共
同開発など教育面で連携できる。
●事業所についての理解が促進され、学
生を通してPR効果が期待できる。
●実践的な人材育成という社会貢献ができる。

大学のメリット学生のメリット 受け入れ事業所のメリット

4月上旬

5月上旬

5月下旬

6月

7月上旬

8月～9月

10月～11月

1月

参加、概要等の検討受入依頼
受入条件確認

ガイダンス

受入事業所
概要確認

事業所概要まとめ
受入事業所リスト公開

概要、条件、
カリキュラムの提示

受入事業所リスト
学生リストの確認

履修申込
実習事業所の希望提出

受入協定の締結（覚書取り交わし）実習生紹介書の作成

受入先調整、決定実習先の決定

実習に関する事前打ち合わせ（学生↔事業所）

インターンシップガイダンス ～マナー編～

事業所訪問

インターンシップの実施

事後指導（レポート作成、まとめ、コース内報告会）

とりまとめ実習の反省、意見 実習の評価、要望、提言

単位認定
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コース別実習生数（実数） 業種別事業所数計10名 計 11事業所

1社

岩手県／4社

宮城県／2社

茨城県／1社
東京都／3社

岐阜県
／1社

1名

1社 1名

実習場所別事業所数（県内市町村別） 実習場所別実習生数（県内市町村別）　計５名

盛岡市
2社

奥州市／1社

釜石市／1社 釜石市／1社

盛岡市
3名

奥州市／1名

実習場所別事業所数
（都道府県別）
計11事業所

実習場所別実習生数
（都道府県別）

計12名
うち2名は2事業所で実習

岩手県／5名

宮城県／2名

数
理
・
物
理
コ
ー
ス

物
理
・
材
料
理
工
学
科

マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー
ス

物
理
・
材
料
理
工
学
科

計３事業所

茨城県／1名
東京都／3名

1

0

2

3

4

１ １ １

電
気
電
子
通
信
コ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
科

知
能
・
メ
デ
ィ
ア
情
報
コ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
科

機
械
科
学
コ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
科

３

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
科

22 建設、建設
コンサルタント
… 3

製造業
（精密機器・製鉄・
 食品等）
… 3

公 務
… 2

学術研究
… 3

岐阜県
／１名

釜石市／1名

事業所実績等内訳
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　システム創成工学科　電気電子通信コース

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

今
回
私
は
︑
9
月
6
日
か
ら
9
月
10
日
の
一
週
間
︑
大
井

電
気
株
式
会
社
水
沢
製
作
所
に
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

今
回
お
伺
い
し
た
大
井
電
気
株
式
会
社
は
︑
通
信
機
器
を

中
心
に
設
計
・
開
発
・
製
造
及
び
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
高

校
が
工
業
高
校
だ
っ
た
こ
と
や
︑
資
格
取
得
の
為
に
勉
強
し

た
こ
と
も
あ
り
︑
電
子
機
器
や
電
気
機
器
に
つ
い
て
は
知
識
が

あ
り
ま
し
た
が
︑
通
信
機
器
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
深
く
触
れ
た

こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
興
味
を
持
ち
︑今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
先
を
選
び
ま
し
た
︒

　

実
習
内
容
と
し
て
は
︑
Ｏ
Ｐ
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
部
︑

Ｉ
o
Ｔ
開
発
部
︑
社
会
イ
ン
フ
ラ
開
発
部
︑
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
2

部
︑
機
構
設
計
部
︑
製
造
部
︑
品
質
管
理
部
の
各
部
門
を
全

体
的
に
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
Ｏ
Ｐ
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
開
発
部
で
は
Ｏ
Ｄ
Ｎ
ー
６
３
０
と
い
う
通
信
機
器
の
不
良
調

査
と
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
た
周
波
数
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
︒
Ｏ
Ｄ
Ｎ
ー
６
３
０
に
つ
い
て
や
︑
通
信
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
︑
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
︒
Ｉ
o
Ｔ
開
発
部
でM

icrow
aveoffi  ce

を
用
い
て
ノ
ッ
チ

フ
ィ
ル
タ
の
回
路
図
作
成
や
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
と
最
適
化
な
ど
を

行
い
ま
し
た
︒
社
会
イ
ン
フ
ラ
開
発
部
で
は
部
品
の
発
注
作
業

を
行
い
ま
し
た
︒
基
本
Ｐ
Ｃ
作
業
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
︑
Ｐ

Ｃ
を
使
う
の
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
慣
れ
て
行
こ
う
と

思
い
ま
し
た
︒
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
2
部
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
︒
通
信
機
器
に
は
ど
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
の
で
と
て
も
貴
重

な
体
験
が
出
来
ま
し
た
︒
機
構
設
計
部
で
は
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用

い
た
部
品
の
図
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
︒
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用
い

た
製
図
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
最
初
は
少
し
苦
労
し
ま
し
た
が
︑

き
ち
ん
と
部
品
の
形
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
︒
製
造
部
で
は
午
前
と
午
後
に
作
業
内
容
を
分
け
︑

午
前
は
製
品
に
貼
り
付
け
る
ラ
ベ
ル
の
作
成
︑
部
品
の
仕
分

け
を
行
い
ま
し
た
︒
午
後
は
自
動
ハ
ン
ダ
付
け
機
に
よ
っ
て
ハ

ン
ダ
付
け
さ
れ
た
基
板
の
受
け
取
り
と
︑
収
納
と
︑
ケ
ー
ブ
ル

の
加
工
を
行
い
ま
し
た
︒
品
質
管
理
部
で
は
通
信
制
御
装
置

の
通
信
の
送
受
信
と
通
話
が
問
題
無
く
行
え
る
か
ど
う
か
の

試
験
を
行
い
ま
し
た
︒
普
段
使
わ
れ
て
い
る
通
信
機
器
が
ど
れ

だ
け
品
質
が
良
い
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
︑
通
信
機
器
が
ど
の

よ
う
に
設
計
・
製
造
さ
れ
販
売
ま
で
さ
れ
て
い
る
の
か
︑
そ
の

過
程
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
普
段
の
生
活
や

大
学
の
講
義
な
ど
で
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
非
常
に
充
実
し
た
一
週
間
と

な
り
ま
し
た
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
︑
お
忙
し
い
中
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
井
電
気
株
式
会
社
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

【期　間】

令和3年9月6日（月）～ 
9月10日（金）〈5日間〉

【実習先】

大井電気株式会社
水沢製作所

通
信
機
器
の
過
程
を
知
り

普
段
は
気
づ
か
な
い
良
さ
を
知
る

君き
み
さ
わ澤

　
凌り

ょ
う

Pick Up

● INTERNSHIP REPORT
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　　　システム創成工学科　知能・メディア情報コース

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

今
回
私
は
︑
8
月
10
日
～
8
月
23
日
ま
で
の
間
︑
東
京
都

に
あ
る
エ
ム
・
ビ
ー
・
エ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス
の
テ
レ
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
先
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
︑
1
つ
目
は
私
は
ゲ
ー
ム
・

Ｉ
Ｔ
業
界
に

と
て
も
興
味

が
あ
り
︑
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー

と
し
て
将
来

働
い
て
い
け

る
か
の
確
認

す
る
こ
と
が

で
き
る
︵
啓

発
的
経
験
︶

と
考
え
た
か

ら
で
す
︒
2

つ
目
は
自
分

で
ゲ
ー
ム
や

ア
プ
リ
な
ど
を
作
成
し
︑
評
価
し
て
も
ら
え
る
機
会
が
あ
る
か

ら
で
す
︒

　

初
日
は
︑
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
目
標
︵
や
り
た
い
職
業
の
体
験
を
行
う
︶
や
今
後
の
流

れ
を
確
認
し
︑
そ
の
後
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
か
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
か
を
自
分
で
選
択
し
ま
す
︒
私
は
︑
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
で
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
︑JavaScript

で
就
活
を
テ
ー
マ
に
し
た
着

せ
替
え
ゲ
ー
ム
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
開
発

物
以
外
に
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
︑
面
白
い
記
事
と
動
画
の

作
成
も
あ
り
ま
す
︒
私
は﹁
２
０
２
１
年
ト
ッ
プ
10
の
必
見
ゲ
ー

ム
﹂
を
テ
ー
マ
に
決
め
ま
し
た
︒
午
後
か
ら
は
︑
1
本
目
の
記

事
・
動
画
の
作
成
で
し
た
︒
初
め
て
だ
っ
た
た
め
︑
自
分
が
紹

介
し
た
い
ゲ
ー
ム
の
魅
力
を
読
者
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
︒

　

2
日
目
か
ら
は
︑
朝
礼
で
ビ
ジ
ネ
ス
書
の
音
読
と
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ

法
︵
内
容
の
結
論
︑
理
由
︑
具
体
例
︑
結
論
を
ま
と
め
る
︶

の
練
習
が
あ
り
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑
記
事
と
動
画
作
成
の
作

業
に
入
り
︑
初
日
と
比
べ
記
事
の
文
章
の
作
成
と
動
画
を
撮

影
す
る
と
き
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
︑
短
い
時
間
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
午
後
は
︑

開
発
作
業
に
な
り
ま
す
︒
私
は
︑
始
め
に
残
り
の
９
日
間
で

開
発
物
が
完
成
で
き
る
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
︒

そ
し
て
︑
今
回
私
は
作
ろ
う
と
し
て
い
る
着
せ
替
え
ゲ
ー
ム
に

必
要
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ア
イ
テ
ム
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を

簡
単
に
作
成
し
︑
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
み
ま
し
た
︒

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
とJavaScript

で
ゲ
ー
ム
を
作
る
の
は
初
体
験
だ
っ

た
た
め
︑
始
め
は
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
う
ま
く
動
か
な
か
っ

た
り
︑
エ
ラ
ー
が
出
た
り
し
て
難
し
か
っ
た
で
す
︒
今
回
の
開

発
は
個
人
作
業
で
し
た
た
め
︑
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
自
分
で
調
べ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
一
つ
ひ
と
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
調
べ
︑
そ
れ
を
理
解
し
自
分
の
ゲ
ー
ム
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
書
き
直
し
少
し
ず
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て

い
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑
4
日
目
に
会
社
の
方
で
開
発
し
た
﹁
脱

出
忍
者
﹂
ゲ
ー
ム
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
︑
一
人
で
の
ゲ
ー
ム
開
発
を

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
︑
私
は
︑
今
の
知
識
で
ゲ
ー
ム
や
ア

プ
リ
を
開
発
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
︒
ま

た
︑
自
分
で
調
べ
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
︑

た
く
さ
ん
の
知
識
が
身
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
︒
も
う
一
つ
は
︑

何
日
間
も
か
か
る
長
い
作
業
な
の
で
︑
毎
日
作
業
の
区
切
り

が
重
要
に
な
り
ま
す
︒
次
の
日
に
︑
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
︑
区
切
り
の
い
い
と
こ
ろ
で
終
わ
る
︒
ま
た
︑
作
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
述
文
を
書
く
こ
と
も
大
切
と
感
じ
ま
し

た
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
︑
お
忙
し
い
中
実
習
先
と
し
て
受
け

入
れ
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
エ
ム
・
ビ
ー
・
エ
ー
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

【期　間】
令和3年8月10日（火）～
8月23日（月）〈10日間〉

【実習先】
エム・ビー・エー
インターナショナル

株式会社

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
の
挑
戦
と

実
際
に
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ

屈ち

龍ろ
ん
ろ
ん龍

Pick Up
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  事　業　所　名 所在地 期間 実習
生数 コース名

株式会社アイカムス・ラボ 盛岡市 5日間 1 機械科学

アキュイティー株式会社 東京都 10日間 1 機械科学

地方独立行政法人　岩手県工業技術センター 盛岡市 10日間 2 マテリアル、機械科学

エム・ビー・エーインターナショナル株式会社 東京都 10日間 1 知能・メディア情報

大井電気株式会社　水沢製作所 奥州市 5日間 1 電気電子通信

三和工機株式会社 東京都 5日間 1 機械科学

大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 核融合科学研究所 岐阜県 10日間 1 数理・物理

大日本コンサルタント株式会社　東北支社 宮城県 5日間 1 社会基盤・環境

パシフィックコンサルタンツ株式会社　東北支社 宮城県 5日間 1 社会基盤・環境

株式会社山元 釡石市 10日間 1 社会基盤・環境

国立研究開発法人　物質・材料研究機構 (NIMS) 茨城県 51日間 1 マテリアル

事業所数 計 11事業所　延べ実習生数 計 12名

2021 年度インターンシップ 受け入れ事業所実績一覧  （五十音順）

事業所からの Q&A

  【学研災・賠償責任保険の補償と保険料の例】　（2021年度現在）　　※詳細は大学HPから確認して下さい。

名　称／学研災付帯賠償責任保険
　　　　（※こちらの保険は学生教育研究災害傷害保険の加入が必須条件です）

賠償責任保険金　対人賠償と対物賠償合わせて 1事故につき 1億円限度

対象・保険料　Aコース　正課、学校行事など（インターンシップを含む）
　　　　　　　　　　　　（年額 340円）

名　称／学生教育研究災害傷害保険（1,200万円コース）

死亡保証金　　　1,200 万円（正課中・学校行事中の場合）
後遺障害保険金　程度により 72～ 1,800 万円（正課中・学校行事中の場合）
医療保険金　　　治療日数（1日目～）により、3,000 円～ 300,000 円
　　　　　　　　（正課中・学校行事中の場合は 1日以上が対象）
　　　　　　　　入院加算 1日につき 4,000 円（180日限度）
保険料　　　　　年額 820円
　　　　　　　　2年間 1,440 円 ※付帯特約を含む。

Q 各学科の授業科目の学習内容を確認し
たいのですが ? Q 学生との雇用関係はありませんが、受

け入れた学生自身の傷害事故 ･ 学生の
過失による事業所 ･ 第三者への加害事
故による補償はどのようになっています
か ?

Q 実習生と協議し実習期間を事前に調整
しましたが、開始日、実習期間などは
変更してもよろしいでしょうか。

A 大学のホームページに各授業科目のシ
ラバスがありますので、そちらでご確認
ください。
大学シラバスサイト :
 http://www.se.iwate-u.ac.jp/syllabus

A 学生自身の傷害事故については、基本
的に自己責任との観点から、事業所の
過失の有無とは無関係に一定の保険金
が支払われる傷害保険等の加入を指導
し、大学で加入済みの確認をしていま
す。また、必要に応じて事業所側で賠
償責任に備え保険に加入することはか
まいません。なお、大学で加入指導し
ている学研災 ･ 賠償責任保険の補償と
保険料は下記の表のとおりです。

A 大学 ･ 実習生 ･ 受入事業所間で取り交
わした「岩手大学理工学部インターン
シッププログラム覚書」には、実務を
経験する期間の具体的な日程は明記さ
れていませんので、開始日、実習期間
の延長なども三者で調整いただければ
結構です。
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　　　　システム創成工学科　社会基盤・環境コース

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

私
は
︑
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
と
大
日

本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
︒
2
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
︑
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
の
職
務
内
容
や
必
要
と
な
る
考
え
方
を
学
び
︑

今
後
身
に
つ
け
る
べ
き
知
識
や
技
能
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︒

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
で
は
︑
住
宅
地

に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事
例
検
索
と
そ
れ
を
基
に

し
た
住
宅
地
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
導
入
の
効
果
整

理
を
行
い
︑
技
術
交
流
会
の
際
に
成
果
報
告
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
︒

　
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
用
語
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

初
め
て
聞
き
︑
最
初
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
︒
し
か
し
︑
事
例
検
索
や
担
当
の
方
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
︑
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
地
域
の
魅

力
や
価
値
の
向
上
の
た
め
に
民
間
主
体
で
ま
ち
を
つ
く
り
育
て

て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

　

ま
た
事
例
検
索
か
ら
︑
住
宅
地
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

重
要
な
事
項
に
は
︑
住
民
主
体
で
専
門
家
が
伴
走
者
と
し
て

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
︑
住
民
組
織
の
基
盤
が
整
っ
て
い
る
こ

と
︑
実
行
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
﹁
知
る
・
学
ぶ
↓
考
え
る
↓

実
行
す
る
↓
振
り
返
る
﹂
の
繰
り
返
し
で
あ
る
こ
と
の
3
点

が
考
察
で
き
ま
し
た
︒

　

こ
れ
ら
の
業
務
を
通
し
て
︑
よ
り
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
は
専
門
家
が
適
切
に
関
与
し
な
が
ら
一
つ
の
定
ま
っ
た
プ

ロ
セ
ス
に
則
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑

こ
の
考
え
方
は
ま
ち
を
作
る
と
き
だ
け
で
な
く
︑
組
織
の
動
か

す
と
き
な
ど
の
別
の
場
面
で
も
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
︒

　

大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
で
は
︑
都
市
計
画
業

務
︑
道
路
設
計
業
務
︑
交
通
系
業
務
の
各
業
務
に
つ
い
て
幅

広
い
講
義
と
演
習
を
行
い
︑
最
後
に
室
の
皆
さ
ん
の
前
で
成

果
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
︒

　

都
市
計
画
業
務
の
演
習
で
は
︑
大
学
周
辺
の
地
域
の
強
み

と
弱
み
を
確
認
し
︑
さ
ら
に
良
い
ま
ち
に
す
る
た
め
の
改
善
策

を
提
示
し
ま
し
た
︒
道
路
設
計
業
務
の
演
習
で
は
︑
道
路
設

計
す
る
上
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
の
整
理
や
路
線
選
定

を
行
い
ま
し
た
︒
交
通
系
業
務
の
演
習
で
は
︑
実
際
の
交
差

点
で
の
交
通
事
故
・
交
通
障
害
の
分
析
と
対
策
の
提
言
を
行

い
ま
し
た
︒

　

こ
れ
ら
の
業
務
を
通
し
て
︑
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
の
業

務
で
は
一
つ
の
事
業
に
多
く
の
人
が
関
与
し
て
お
り
︑
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
様
々
な
意
見
や
価
値
観
へ
の
統
合
力
・

イ
メ
ー
ジ
力
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑

様
々
な
観
点
か
ら
物
事
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
︑

そ
の
た
め
に
幅
広
い
知
識
や
経
験
が
重
要
で
あ
る
と
も
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

2
社
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
︑
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
で
の
仕
事
に
必
要
な
知
識
や
技
能
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
今
後
︑
機
会
が
あ
れ
ば
幅
広
い
経
験

や
知
識
を
得
る
た
め
に
も
施
工
業
者
や
公
務
員
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
も
経
験
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
︒

　

最
後
に
︑
多
忙
か
つ
社
会
情
勢
上
困
難
な
こ
と
が
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
東
北
支
社
東
北
社

会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
地
域
戦
略
室
の
皆
さ
ん
︑
大
日
本

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
東
北
支
社
地
域
交
通
計
画
室
の

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

【期　間】
令和3年8月16日～8月20日〈5日間〉
令和3年8月23日～8月27日〈5日間〉

【実習先】
パシフィックコンサルタンツ
株式会社東北支社
大日本コンサルタント
株式会社東北支社

よ
り
良
い
ま
ち
を
作
る
た
め
に
は

プ
ロ
セ
ス
に
則
る
こ
と
が
大
事

小こ

室む
ろ

　
祐ゆ

う

人と

Pick Up
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　システム創成工学科　機械科学コース

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

私
は
10
／
4
～
10
／
15
の
内
10
日
間
︑
東
京
都
渋
谷
区
に

あ
る
ア
キ
ュ
イ
テ
ィ
ー
株
式
会
社
の
イ
ン 
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
ア
キ
ュ
イ
テ
ィ
ー
株
式
会
社
で

は
︑
計
測
機
器
を
使
用
し
て
事
象
を
デ
ー
タ
化
︵
数
値
化
︶

す
る
こ
と
で
︑
様
々
な
問
題
の
解
決
︑
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
作

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
︒
具
体
的
に
は
︑
モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
プ
チ
ャ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
生
産
ラ
イ
ン
の
作
業
者
の
行

動
を
記
録
し
作
業
ミ
ス
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
︑
Ａ
Ｉ
画

像
処
理
技
術
を
使
っ
て
検
品
作
業
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
開
発

等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
︒

　

今
回
私
が
行
っ
た
こ
と
は
︐﹁
半
天
球
カ
メ
ラ
で
取
得
し
た

映
像
か
ら
数
字
を
読
み
取
る
﹂
と
い
う
も
の
で
す
︒
こ
の
技
術

は
︑
倉
庫
で
無
人
搬
送
機
が
自
動
で
走
行
し
て
作
業
を
行
う 

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
成
す
る
と
き
に
︑
搬
送
機
を
管
理
︑
制

御
す
る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
︒
ア
キ
ュ
イ
テ
ィ
ー
様
で
は

今
ま
で
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
搬
送
機
の
判
別
を
し
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
が
︑
半
天
球
カ
メ
ラ
で
取
得
し
た
映
像
は
画

角
の
端
に
行
く
に
つ
れ
映
像
が
歪
ん
で
し
ま
い
︑
正
確
に
判
別

す
る
た
め
に
は
マ
ー
カ
ー
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
し

ま
う
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
︒
そ
こ
で
︑Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー

で
は
な
く
印
刷
し
た
数
字
を
搬
送
機
に
貼
る
こ
と
で
数
字
を

認
識
し
︑
搬
送
機
の
判
別
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
︒

　

ま
ず
︑
Ｏ
Ｃ
Ｒ
︵
光
学
文
字
認
識
︶
と
呼
ば
れ
る
手
法
を

用
い
て
数
字
の
判
別
を
行
い
︑
精
度
検
証
を
行
い
ま
し
た
︒

　

そ
の
結
果
︑
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
と
比
べ
て
必
要
な
サ
イ
ズ
は
小

さ
く
な
り
ま
し
た
が
︑
数
字
認
識
の
前
に
映
像
の
歪
補
正
を

行
い
︑
画
像
処
理
フ
ィ
ル
タ
を
複
数
回
適
応
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
︑
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
処
理
が
難
し
く
︑
実
用
に
使
う
こ

と
は
難
し
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
︒

　

次
に
︑
機
械
学
習
を
用
い
て
数
字
の
判
別
を
行
う 

Ａ
Ｉ
ー

Ｏ
Ｃ
Ｒ
︵
人
工
知
能
光
学
文
字
認
識
︶
手
法
で
の
数
字
認
識

を
試
み
ま
し
た
．
機
械
学
習
に
よ
る
数
字
判
別
を
行
う
た
め

に
は
︑
大
量
の
数
字
の
画 

像
を
用
意
し
て
︑
判
別
モ
デ
ル
を

自
分
で
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒Python

で
ノ
イ
ズ
や

回
転
︑
ぼ
か
し
等
の
処
理
を
加
え
た
︑
異
な
る
画
像
を
合
計 

6
万
枚
程
度
用
意
し
て
複
数
モ
デ
ル
を
作
成
し
︑
数
字
判
別

の
精
度
検
証
を
行
い
ま
し
た
︒

　

そ
の
結
果
︑
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
や
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
比
べ
て
必
要
な
サ

イ
ズ
は
非
常
に
小
さ
く
な
り
︑
Ｏ
Ｃ
Ｒ
で
は
読
み
取
れ
な
か
っ

た
数
字
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
︒
し
か
し
︑

Ｏ
Ｃ
Ｒ
で
問
題
な
く
読
め
て
い
た
数
字
が
時
々
読
め
な
く
な
る

と
い
う
問
題
点
は
︑
最
後
ま
で
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
︒
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
い
る
た
め
︑
ど
の
よ
う
な
考
え
方
や

特
徴
を
も
と
に
数
字
の
読
み
取
り
を
行
っ
て
い
る
の
か
は
明
確

に
わ
か
ら
ず
︑
具
体
的
な
対
処
法
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
︒
そ
の
た
め
と
り
あ
え
ず
数
字
判
別
モ
デ
ル
を
た
く
さ
ん

作
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
︑
モ
デ
ル
を
1
つ
作
成
す
る
の

に
も
３
～
５
時
間
程
度
か
か
り
︑
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
せ
な

い
ま
ま
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
終
了
し
ま
し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
︑
多
く
の
新
し
い
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
今
ま
で
は
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術

を
使
っ
て
問
題
解
決
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
が
︑﹁
自

分
が
出
来
そ
う
か
ど
う
か
﹂
で
は
な
く
︑﹁
最
適
な
解
決
法
な

の
か
﹂
を
大
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
学
び
ま
し
た
︒

【期　間】
令和3年10月4日（月）～
10月15日（金）〈10日間〉

【実習先】
アキュイティー株式会社

自
分
が
出
来
る
か
ど
う
か
で
は
な
く

最
適
な
解
決
法
な
の
か
、
が
大
事

高た
か
は
し橋

　
慧け

い

Pick Up
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　　　　システム創成工学科　社会基盤・環境コース

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

私
は
︑
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
と
大
日

本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
︒
2
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
︑
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
の
職
務
内
容
や
必
要
と
な
る
考
え
方
を
学
び
︑

今
後
身
に
つ
け
る
べ
き
知
識
や
技
能
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︒

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
で
は
︑
住
宅
地

に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事
例
検
索
と
そ
れ
を
基
に

し
た
住
宅
地
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
導
入
の
効
果
整

理
を
行
い
︑
技
術
交
流
会
の
際
に
成
果
報
告
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
︒

　
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
用
語
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

初
め
て
聞
き
︑
最
初
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
︒
し
か
し
︑
事
例
検
索
や
担
当
の
方
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
︑
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
地
域
の
魅

力
や
価
値
の
向
上
の
た
め
に
民
間
主
体
で
ま
ち
を
つ
く
り
育
て

て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

　

ま
た
事
例
検
索
か
ら
︑
住
宅
地
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

重
要
な
事
項
に
は
︑
住
民
主
体
で
専
門
家
が
伴
走
者
と
し
て

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
︑
住
民
組
織
の
基
盤
が
整
っ
て
い
る
こ

と
︑
実
行
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
﹁
知
る
・
学
ぶ
↓
考
え
る
↓

実
行
す
る
↓
振
り
返
る
﹂
の
繰
り
返
し
で
あ
る
こ
と
の
3
点

が
考
察
で
き
ま
し
た
︒

　

こ
れ
ら
の
業
務
を
通
し
て
︑
よ
り
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
は
専
門
家
が
適
切
に
関
与
し
な
が
ら
一
つ
の
定
ま
っ
た
プ

ロ
セ
ス
に
則
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑

こ
の
考
え
方
は
ま
ち
を
作
る
と
き
だ
け
で
な
く
︑
組
織
の
動
か

す
と
き
な
ど
の
別
の
場
面
で
も
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
︒

　

大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
で
は
︑
都
市
計
画
業

務
︑
道
路
設
計
業
務
︑
交
通
系
業
務
の
各
業
務
に
つ
い
て
幅

広
い
講
義
と
演
習
を
行
い
︑
最
後
に
室
の
皆
さ
ん
の
前
で
成

果
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
︒

　

都
市
計
画
業
務
の
演
習
で
は
︑
大
学
周
辺
の
地
域
の
強
み

と
弱
み
を
確
認
し
︑
さ
ら
に
良
い
ま
ち
に
す
る
た
め
の
改
善
策

を
提
示
し
ま
し
た
︒
道
路
設
計
業
務
の
演
習
で
は
︑
道
路
設

計
す
る
上
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
の
整
理
や
路
線
選
定

を
行
い
ま
し
た
︒
交
通
系
業
務
の
演
習
で
は
︑
実
際
の
交
差

点
で
の
交
通
事
故
・
交
通
障
害
の
分
析
と
対
策
の
提
言
を
行

い
ま
し
た
︒

　

こ
れ
ら
の
業
務
を
通
し
て
︑
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
の
業

務
で
は
一
つ
の
事
業
に
多
く
の
人
が
関
与
し
て
お
り
︑
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
様
々
な
意
見
や
価
値
観
へ
の
統
合
力
・

イ
メ
ー
ジ
力
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑

様
々
な
観
点
か
ら
物
事
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
︑

そ
の
た
め
に
幅
広
い
知
識
や
経
験
が
重
要
で
あ
る
と
も
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

2
社
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
︑
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
で
の
仕
事
に
必
要
な
知
識
や
技
能
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
今
後
︑
機
会
が
あ
れ
ば
幅
広
い
経
験

や
知
識
を
得
る
た
め
に
も
施
工
業
者
や
公
務
員
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
も
経
験
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
︒

　

最
後
に
︑
多
忙
か
つ
社
会
情
勢
上
困
難
な
こ
と
が
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
東
北
支
社
東
北
社

会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
地
域
戦
略
室
の
皆
さ
ん
︑
大
日
本

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
東
北
支
社
地
域
交
通
計
画
室
の

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

【期　間】
令和3年8月16日～8月20日〈5日間〉
令和3年8月23日～8月27日〈5日間〉

【実習先】
パシフィックコンサルタンツ
株式会社東北支社
大日本コンサルタント
株式会社東北支社

よ
り
良
い
ま
ち
を
作
る
た
め
に
は

プ
ロ
セ
ス
に
則
る
こ
と
が
大
事

小こ

室む
ろ

　
祐ゆ

う

人と

Pick Up

● INTERNSHIP REPORT
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　システム創成工学科　機械科学コース

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

私
は
10
／
4
～
10
／
15
の
内
10
日
間
︑
東
京
都
渋
谷
区
に

あ
る
ア
キ
ュ
イ
テ
ィ
ー
株
式
会
社
の
イ
ン 

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
ア
キ
ュ
イ
テ
ィ
ー
株
式
会
社
で

は
︑
計
測
機
器
を
使
用
し
て
事
象
を
デ
ー
タ
化
︵
数
値
化
︶

す
る
こ
と
で
︑
様
々
な
問
題
の
解
決
︑
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
作

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
︒
具
体
的
に
は
︑
モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
プ
チ
ャ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
生
産
ラ
イ
ン
の
作
業
者
の
行

動
を
記
録
し
作
業
ミ
ス
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
︑
Ａ
Ｉ
画

像
処
理
技
術
を
使
っ
て
検
品
作
業
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
開
発

等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
︒

　

今
回
私
が
行
っ
た
こ
と
は
︐﹁
半
天
球
カ
メ
ラ
で
取
得
し
た

映
像
か
ら
数
字
を
読
み
取
る
﹂
と
い
う
も
の
で
す
︒
こ
の
技
術

は
︑
倉
庫
で
無
人
搬
送
機
が
自
動
で
走
行
し
て
作
業
を
行
う 

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
成
す
る
と
き
に
︑
搬
送
機
を
管
理
︑
制

御
す
る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
︒
ア
キ
ュ
イ
テ
ィ
ー
様
で
は

今
ま
で
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
搬
送
機
の
判
別
を
し
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
が
︑
半
天
球
カ
メ
ラ
で
取
得
し
た
映
像
は
画

角
の
端
に
行
く
に
つ
れ
映
像
が
歪
ん
で
し
ま
い
︑
正
確
に
判
別

す
る
た
め
に
は
マ
ー
カ
ー
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
し

ま
う
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
︒
そ
こ
で
︑Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー

で
は
な
く
印
刷
し
た
数
字
を
搬
送
機
に
貼
る
こ
と
で
数
字
を

認
識
し
︑
搬
送
機
の
判
別
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
︒

　

ま
ず
︑
Ｏ
Ｃ
Ｒ
︵
光
学
文
字
認
識
︶
と
呼
ば
れ
る
手
法
を

用
い
て
数
字
の
判
別
を
行
い
︑
精
度
検
証
を
行
い
ま
し
た
︒

　

そ
の
結
果
︑
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
と
比
べ
て
必
要
な
サ
イ
ズ
は
小

さ
く
な
り
ま
し
た
が
︑
数
字
認
識
の
前
に
映
像
の
歪
補
正
を

行
い
︑
画
像
処
理
フ
ィ
ル
タ
を
複
数
回
適
応
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
︑
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
処
理
が
難
し
く
︑
実
用
に
使
う
こ

と
は
難
し
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
︒

　

次
に
︑
機
械
学
習
を
用
い
て
数
字
の
判
別
を
行
う 

Ａ
Ｉ
ー

Ｏ
Ｃ
Ｒ
︵
人
工
知
能
光
学
文
字
認
識
︶
手
法
で
の
数
字
認
識

を
試
み
ま
し
た
．
機
械
学
習
に
よ
る
数
字
判
別
を
行
う
た
め

に
は
︑
大
量
の
数
字
の
画 

像
を
用
意
し
て
︑
判
別
モ
デ
ル
を

自
分
で
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒Python

で
ノ
イ
ズ
や

回
転
︑
ぼ
か
し
等
の
処
理
を
加
え
た
︑
異
な
る
画
像
を
合
計 

6
万
枚
程
度
用
意
し
て
複
数
モ
デ
ル
を
作
成
し
︑
数
字
判
別

の
精
度
検
証
を
行
い
ま
し
た
︒

　

そ
の
結
果
︑
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
や
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
比
べ
て
必
要
な
サ

イ
ズ
は
非
常
に
小
さ
く
な
り
︑
Ｏ
Ｃ
Ｒ
で
は
読
み
取
れ
な
か
っ

た
数
字
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
︒
し
か
し
︑

Ｏ
Ｃ
Ｒ
で
問
題
な
く
読
め
て
い
た
数
字
が
時
々
読
め
な
く
な
る

と
い
う
問
題
点
は
︑
最
後
ま
で
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
︒
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
い
る
た
め
︑
ど
の
よ
う
な
考
え
方
や

特
徴
を
も
と
に
数
字
の
読
み
取
り
を
行
っ
て
い
る
の
か
は
明
確

に
わ
か
ら
ず
︑
具
体
的
な
対
処
法
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
︒
そ
の
た
め
と
り
あ
え
ず
数
字
判
別
モ
デ
ル
を
た
く
さ
ん

作
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
︑
モ
デ
ル
を
1
つ
作
成
す
る
の

に
も
３
～
５
時
間
程
度
か
か
り
︑
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
せ
な

い
ま
ま
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
終
了
し
ま
し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
︑
多
く
の
新
し
い
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
今
ま
で
は
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術

を
使
っ
て
問
題
解
決
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
が
︑﹁
自

分
が
出
来
そ
う
か
ど
う
か
﹂
で
は
な
く
︑﹁
最
適
な
解
決
法
な

の
か
﹂
を
大
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
学
び
ま
し
た
︒

【期　間】
令和3年10月4日（月）～
10月15日（金）〈10日間〉

【実習先】
アキュイティー株式会社

自
分
が
出
来
る
か
ど
う
か
で
は
な
く

最
適
な
解
決
法
な
の
か
、
が
大
事

高た
か
は
し橋

　
慧け

い

Pick Up
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　　　システム創成工学科　知能・メディア情報コース

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

今
回
私
は
︑
8
月
10
日
～
8
月
23
日
ま
で
の
間
︑
東
京
都

に
あ
る
エ
ム
・
ビ
ー
・
エ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス
の
テ
レ
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
先
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
︑
1
つ
目
は
私
は
ゲ
ー
ム
・

Ｉ
Ｔ
業
界
に

と
て
も
興
味

が
あ
り
︑
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー

と
し
て
将
来

働
い
て
い
け

る
か
の
確
認

す
る
こ
と
が

で
き
る
︵
啓

発
的
経
験
︶

と
考
え
た
か

ら
で
す
︒
2

つ
目
は
自
分

で
ゲ
ー
ム
や

ア
プ
リ
な
ど
を
作
成
し
︑
評
価
し
て
も
ら
え
る
機
会
が
あ
る
か

ら
で
す
︒

　

初
日
は
︑
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
目
標
︵
や
り
た
い
職
業
の
体
験
を
行
う
︶
や
今
後
の
流

れ
を
確
認
し
︑
そ
の
後
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
か
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
か
を
自
分
で
選
択
し
ま
す
︒
私
は
︑
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
で
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
︑JavaScript

で
就
活
を
テ
ー
マ
に
し
た
着

せ
替
え
ゲ
ー
ム
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
開
発

物
以
外
に
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
︑
面
白
い
記
事
と
動
画
の

作
成
も
あ
り
ま
す
︒
私
は﹁
２
０
２
１
年
ト
ッ
プ
10
の
必
見
ゲ
ー

ム
﹂
を
テ
ー
マ
に
決
め
ま
し
た
︒
午
後
か
ら
は
︑
1
本
目
の
記

事
・
動
画
の
作
成
で
し
た
︒
初
め
て
だ
っ
た
た
め
︑
自
分
が
紹

介
し
た
い
ゲ
ー
ム
の
魅
力
を
読
者
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
︒

　

2
日
目
か
ら
は
︑
朝
礼
で
ビ
ジ
ネ
ス
書
の
音
読
と
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ

法
︵
内
容
の
結
論
︑
理
由
︑
具
体
例
︑
結
論
を
ま
と
め
る
︶

の
練
習
が
あ
り
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑
記
事
と
動
画
作
成
の
作

業
に
入
り
︑
初
日
と
比
べ
記
事
の
文
章
の
作
成
と
動
画
を
撮

影
す
る
と
き
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
︑
短
い
時
間
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
午
後
は
︑

開
発
作
業
に
な
り
ま
す
︒
私
は
︑
始
め
に
残
り
の
９
日
間
で

開
発
物
が
完
成
で
き
る
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
︒

そ
し
て
︑
今
回
私
は
作
ろ
う
と
し
て
い
る
着
せ
替
え
ゲ
ー
ム
に

必
要
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ア
イ
テ
ム
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を

簡
単
に
作
成
し
︑
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
み
ま
し
た
︒

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
とJavaScript

で
ゲ
ー
ム
を
作
る
の
は
初
体
験
だ
っ

た
た
め
︑
始
め
は
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
う
ま
く
動
か
な
か
っ

た
り
︑
エ
ラ
ー
が
出
た
り
し
て
難
し
か
っ
た
で
す
︒
今
回
の
開

発
は
個
人
作
業
で
し
た
た
め
︑
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
自
分
で
調
べ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
一
つ
ひ
と
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
調
べ
︑
そ
れ
を
理
解
し
自
分
の
ゲ
ー
ム
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
書
き
直
し
少
し
ず
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て

い
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑
4
日
目
に
会
社
の
方
で
開
発
し
た
﹁
脱

出
忍
者
﹂
ゲ
ー
ム
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
︑
一
人
で
の
ゲ
ー
ム
開
発
を

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
︑
私
は
︑
今
の
知
識
で
ゲ
ー
ム
や
ア

プ
リ
を
開
発
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
︒
ま

た
︑
自
分
で
調
べ
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
︑

た
く
さ
ん
の
知
識
が
身
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
︒
も
う
一
つ
は
︑

何
日
間
も
か
か
る
長
い
作
業
な
の
で
︑
毎
日
作
業
の
区
切
り

が
重
要
に
な
り
ま
す
︒
次
の
日
に
︑
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
︑
区
切
り
の
い
い
と
こ
ろ
で
終
わ
る
︒
ま
た
︑
作
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
述
文
を
書
く
こ
と
も
大
切
と
感
じ
ま
し

た
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
︑
お
忙
し
い
中
実
習
先
と
し
て
受
け

入
れ
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
エ
ム
・
ビ
ー
・
エ
ー
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

【期　間】
令和3年8月10日（火）～
8月23日（月）〈10日間〉

【実習先】
エム・ビー・エー
インターナショナル

株式会社

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
の
挑
戦
と

実
際
に
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ

屈ち

龍ろ
ん
ろ
ん龍

Pick Up
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  事　業　所　名 所在地 期間 実習
生数 コース名

株式会社アイカムス・ラボ 盛岡市 5日間 1 機械科学

アキュイティー株式会社 東京都 10日間 1 機械科学

地方独立行政法人　岩手県工業技術センター 盛岡市 10日間 2 マテリアル、機械科学

エム・ビー・エーインターナショナル株式会社 東京都 10日間 1 知能・メディア情報

大井電気株式会社　水沢製作所 奥州市 5日間 1 電気電子通信

三和工機株式会社 東京都 5日間 1 機械科学

大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 核融合科学研究所 岐阜県 10日間 1 数理・物理

大日本コンサルタント株式会社　東北支社 宮城県 5日間 1 社会基盤・環境

パシフィックコンサルタンツ株式会社　東北支社 宮城県 5日間 1 社会基盤・環境

株式会社山元 釡石市 10日間 1 社会基盤・環境

国立研究開発法人　物質・材料研究機構 (NIMS) 茨城県 51日間 1 マテリアル

事業所数 計 11事業所　延べ実習生数 計 12名

2021 年度インターンシップ 受け入れ事業所実績一覧  （五十音順）

事業所からの Q&A

  【学研災・賠償責任保険の補償と保険料の例】　（2021年度現在）　　※詳細は大学HPから確認して下さい。

名　称／学研災付帯賠償責任保険
　　　　（※こちらの保険は学生教育研究災害傷害保険の加入が必須条件です）

賠償責任保険金　対人賠償と対物賠償合わせて 1事故につき 1億円限度

対象・保険料　Aコース　正課、学校行事など（インターンシップを含む）
　　　　　　　　　　　　（年額 340円）

名　称／学生教育研究災害傷害保険（1,200万円コース）

死亡保証金　　　1,200 万円（正課中・学校行事中の場合）
後遺障害保険金　程度により 72～ 1,800 万円（正課中・学校行事中の場合）
医療保険金　　　治療日数（1日目～）により、3,000 円～ 300,000 円
　　　　　　　　（正課中・学校行事中の場合は 1日以上が対象）
　　　　　　　　入院加算 1日につき 4,000 円（180日限度）
保険料　　　　　年額 820円
　　　　　　　　2年間 1,440 円 ※付帯特約を含む。

Q 各学科の授業科目の学習内容を確認し
たいのですが ? Q 学生との雇用関係はありませんが、受

け入れた学生自身の傷害事故 ･ 学生の
過失による事業所 ･ 第三者への加害事
故による補償はどのようになっています
か ?

Q 実習生と協議し実習期間を事前に調整
しましたが、開始日、実習期間などは
変更してもよろしいでしょうか。

A 大学のホームページに各授業科目のシ
ラバスがありますので、そちらでご確認
ください。
大学シラバスサイト :
 http://www.se.iwate-u.ac.jp/syllabus

A 学生自身の傷害事故については、基本
的に自己責任との観点から、事業所の
過失の有無とは無関係に一定の保険金
が支払われる傷害保険等の加入を指導
し、大学で加入済みの確認をしていま
す。また、必要に応じて事業所側で賠
償責任に備え保険に加入することはか
まいません。なお、大学で加入指導し
ている学研災 ･ 賠償責任保険の補償と
保険料は下記の表のとおりです。

A 大学 ･ 実習生 ･ 受入事業所間で取り交
わした「岩手大学理工学部インターン
シッププログラム覚書」には、実務を
経験する期間の具体的な日程は明記さ
れていませんので、開始日、実習期間
の延長なども三者で調整いただければ
結構です。
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コース別実習生数（実数） 業種別事業所数計10名 計 11事業所

1社

岩手県／4社

宮城県／2社

茨城県／1社
東京都／3社

岐阜県
／1社

1名

1社 1名

実習場所別事業所数（県内市町村別） 実習場所別実習生数（県内市町村別）　計５名

盛岡市
2社

奥州市／1社

釜石市／1社 釜石市／1社

盛岡市
3名

奥州市／1名

実習場所別事業所数
（都道府県別）
計11事業所

実習場所別実習生数
（都道府県別）

計12名
うち2名は2事業所で実習

岩手県／5名

宮城県／2名

数
理
・
物
理
コ
ー
ス

物
理
・
材
料
理
工
学
科

マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー
ス

物
理
・
材
料
理
工
学
科

計３事業所

茨城県／1名
東京都／3名

1

0

2

3

4

１ １ １

電
気
電
子
通
信
コ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
科

知
能
・
メ
デ
ィ
ア
情
報
コ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
科

機
械
科
学
コ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
科

３

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
科

22 建設、建設
コンサルタント
… 3

製造業
（精密機器・製鉄・
 食品等）
… 3

公 務
… 2

学術研究
… 3

岐阜県
／１名

釜石市／1名

事業所実績等内訳
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　システム創成工学科　電気電子通信コース

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

今
回
私
は
︑
9
月
6
日
か
ら
9
月
10
日
の
一
週
間
︑
大
井

電
気
株
式
会
社
水
沢
製
作
所
に
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

今
回
お
伺
い
し
た
大
井
電
気
株
式
会
社
は
︑
通
信
機
器
を

中
心
に
設
計
・
開
発
・
製
造
及
び
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
高

校
が
工
業
高
校
だ
っ
た
こ
と
や
︑
資
格
取
得
の
為
に
勉
強
し

た
こ
と
も
あ
り
︑
電
子
機
器
や
電
気
機
器
に
つ
い
て
は
知
識
が

あ
り
ま
し
た
が
︑
通
信
機
器
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
深
く
触
れ
た

こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
興
味
を
持
ち
︑今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
先
を
選
び
ま
し
た
︒

　

実
習
内
容
と
し
て
は
︑
Ｏ
Ｐ
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
部
︑

Ｉ
o
Ｔ
開
発
部
︑
社
会
イ
ン
フ
ラ
開
発
部
︑
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
2

部
︑
機
構
設
計
部
︑
製
造
部
︑
品
質
管
理
部
の
各
部
門
を
全

体
的
に
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
Ｏ
Ｐ
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
開
発
部
で
は
Ｏ
Ｄ
Ｎ
ー
６
３
０
と
い
う
通
信
機
器
の
不
良
調

査
と
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
た
周
波
数
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
︒
Ｏ
Ｄ
Ｎ
ー
６
３
０
に
つ
い
て
や
︑
通
信
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
︑
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
︒
Ｉ
o
Ｔ
開
発
部
でM

icrow
aveoffi  ce

を
用
い
て
ノ
ッ
チ

フ
ィ
ル
タ
の
回
路
図
作
成
や
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
と
最
適
化
な
ど
を

行
い
ま
し
た
︒
社
会
イ
ン
フ
ラ
開
発
部
で
は
部
品
の
発
注
作
業

を
行
い
ま
し
た
︒
基
本
Ｐ
Ｃ
作
業
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
︑
Ｐ

Ｃ
を
使
う
の
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
慣
れ
て
行
こ
う
と

思
い
ま
し
た
︒
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
2
部
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
︒
通
信
機
器
に
は
ど
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
の
で
と
て
も
貴
重

な
体
験
が
出
来
ま
し
た
︒
機
構
設
計
部
で
は
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用

い
た
部
品
の
図
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
︒
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用
い

た
製
図
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
最
初
は
少
し
苦
労
し
ま
し
た
が
︑

き
ち
ん
と
部
品
の
形
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
︒
製
造
部
で
は
午
前
と
午
後
に
作
業
内
容
を
分
け
︑

午
前
は
製
品
に
貼
り
付
け
る
ラ
ベ
ル
の
作
成
︑
部
品
の
仕
分

け
を
行
い
ま
し
た
︒
午
後
は
自
動
ハ
ン
ダ
付
け
機
に
よ
っ
て
ハ

ン
ダ
付
け
さ
れ
た
基
板
の
受
け
取
り
と
︑
収
納
と
︑
ケ
ー
ブ
ル

の
加
工
を
行
い
ま
し
た
︒
品
質
管
理
部
で
は
通
信
制
御
装
置

の
通
信
の
送
受
信
と
通
話
が
問
題
無
く
行
え
る
か
ど
う
か
の

試
験
を
行
い
ま
し
た
︒
普
段
使
わ
れ
て
い
る
通
信
機
器
が
ど
れ

だ
け
品
質
が
良
い
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
︑
通
信
機
器
が
ど
の

よ
う
に
設
計
・
製
造
さ
れ
販
売
ま
で
さ
れ
て
い
る
の
か
︑
そ
の

過
程
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
普
段
の
生
活
や

大
学
の
講
義
な
ど
で
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
非
常
に
充
実
し
た
一
週
間
と

な
り
ま
し
た
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
︑
お
忙
し
い
中
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
井
電
気
株
式
会
社
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

【期　間】

令和3年9月6日（月）～ 
9月10日（金）〈5日間〉

【実習先】

大井電気株式会社
水沢製作所

通
信
機
器
の
過
程
を
知
り

普
段
は
気
づ
か
な
い
良
さ
を
知
る

君き
み
さ
わ澤

　
凌り

ょ
う

Pick Up

● INTERNSHIP REPORT
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

　

私
は
今
回
8
月
30
日
か
ら
9
月
10
日
ま
で
の
10
日
間
︑
岩

手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
素
形
材
プ
ロ
セ
ス
技
術
部
に
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
県
内
の
も
の
づ
く
り
に
関

わ
る
企
業
等
へ
の
技
術
支
援
を
中
心
に
活
躍
さ
れ
て
い
て
︑

素
形
材
プ
ロ
セ
ス
技
術
部
で
は
主
に
鋳
造
︑
機
械
加
工
︑
溶

接
・
溶
射
︑
金
属
熱
処
理
︑
精
密
測
定
に
関
わ
る
技
術
相
談

や
試
験
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
私
は
昔
か
ら
も
の
づ
く
り

が
好
き
で
将
来
は
地
元
で
あ
る
岩
手
の
県
内
企
業
で
研
究
開

発
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
漠
然
と
し
た
思
い
か
ら
︑
岩
手
県

の
も
の
づ
く
り
企
業
の
支
援
に
関
連
し
た
機
関
に
興
味
を
持

ち
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
決
定
し
ま
し
た
︒

　

実
習
の
内
容
は
主
に
︑
施
設
見
学
︑
３
Ｄ
デ
ジ
タ
イ
ジ
ン

グ
装
置
の
操
作
︑
電
子
ビ
ー
ム
金
属
積
層
造
形
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
製
品
づ
く
り
で
し
た
︒
1
日
目
は
設
備
機
器
や
実
験

装
置
を
一
通
り
見
学
し
組
織
の
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
︒

岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
材
料
や
電
子
情
報
分
野
の

み
な
ら
ず
食
品
や
醸
造
ま
で
幅
広
い
分
野
の
研
究
開
発
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
︒
ち
ょ
う
ど
南
部
鉄
器
の
製
造
工
程
の
撮
影

に
遭
遇
し
︑
迫
力
の
あ
る
鋳
込
み
や
型
出
し
を
間
近
で
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
︒

　

2
～
4
日
目
は
3
次
元
立
体
自
由
形
状
製
品
を
非
接
触
で

ス
キ
ャ
ン
し
︑
形
状
検
査
やDesignX

を
使
っ
て
モ
デ
リ

ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
︒
直
接
製
品
を
見
る
と
不
具
合
な
く

感
じ
て
も
︑
３
Ｄ
ビ
ュ
ー
ア
を
通
し
て
見
る
こ
と
で
Ｃ
Ａ
Ｄ

デ
ー
タ
と
の
大
き
な
ズ
レ
や
傷
が
一
目
で
わ
か
る
の
で
形
状

検
査
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
︒
ま
た
カ
メ
ラ
や
ス
キ
ャ

ナ
ー
を
調
整
し
た
り
ソ
フ
ト
の
起
動
を
待
っ
た
り
す
る
合
間

に
他
の
作
業
を
並
行
し
て
進
め
る
よ
う
ご
指
導
い
た
だ
き
︑

改
め
て
研
究
現
場
に
お
い
て
は
時
間
を
い
か
に
有
効
的
に
使

う
か
が
大
切
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
︒

　

5
日
目
か
ら
は
最
終
目
標
で
あ
る
金
属
積
層
造
形
装
置
に

よ
る
製
品
づ
く
り
向
け
て
何
を
作
る
か
︑
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う

す
る
か
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
︒
金
属
積
層
造
形
装
置
は
い

わ
ゆ
る
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
こ
と
で
︑
電
子
ビ
ー
ム
や

レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
を
照
射
し
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
断
面
形
状
を
溶

融
・
凝
固
さ
せ
て
積
層
す
る
装
置
で
す
︒
今
回
は
日
本
で
も

数
少
な
い
電
子
ビ
ー
ム
型
の
装
置
を
実
際
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
︑
格
子
構
造
が
綺
麗
に
出
る
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
て

ド
ー
ム
型
の
置
物
と
写
真
立
て
を
製
作
し
ま
し
た
︒
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
と
聞
く
と
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
何
で
も
す
ぐ
に
造
型
で

き
る
魔
法
の
よ
う
な
装
置
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
す
が
︑

実
際
に
は
多
数
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
っ
た
り
︑
サ
ポ
ー
ト
設
計
を
す
る
際
に
取
り
外

し
を
考
慮
し
て
付
与
し
た
り
と
い
く
つ
も
の
大
変
な
作
業
工

程
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
金
属
造
型
や
鋳
造

へ
の
関
心
が
高
ま
り
︑
自
身
の
成
長
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の

良
い
機
会
と
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
最
後
に
な
り
ま
す

が
︑
お
忙
し
い
中
温
か
い
ご
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
岩
手

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
素
形
材
プ
ロ
セ
ス
技
術
部
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

　　　物理・材料理工学科   マテリアルコース

● INTERNSHIP REPORT
Pick Up

【期　間】

令和3年8月30日（月）～
9月10日（金）〈10日間〉

【実習先】

地方独立行政法人
岩手県工業技術センター

も
の
づ
く
り
を
通
し
て

自
身
の
成
長
を
促
進
さ
せ
る

村む
ら

田た

　
ゆ
り
な

3

岩手大学理工学部インターンシップ実施要領 インターンシップ実施委員会

　岩手大学理工学部「社会体験学習」（以下「インターンシップ」とい
う）事業は、学生に就業体験をさせることにより、主体的で創造的な
人材の育成を図ること及び事業所、地域との連携を図りながら、広く
社会貢献の基盤を作ることを目的とする。

　この事業は3年次対象の集中学習とし、単位数は1～2単位とする。
　なお、単位認定は1週間(40時間)を1単位、2週間(80時間)を2単位
とし、2単位を限度とする。
　また、大学院生の受講を認める。

　インターンシップは、主として夏季休業期間に実施する。

　インターンシップにおける受入事業所の確保のために4月上旬に受け
入れの依頼を行い、受入条件を確認の上、事業参加への了承を得る。

　受入事業所の内容・条件(受入機関の名称、業務、住所、受入期
間、学生のインターンシップ内容、交通･宿泊施設の有無等)は5月中
に公表する。
　なお、実習中の報酬については原則無報酬として扱う。

　本事業以外に実施されている他機関の主催するインターンシップ
事業に参加することができる。
　ただし、単位認定に関する申請等は本事業の実施要領に基づき対
処する。

　学生が自己開拓した受入事業所を希望した場合は、委員会が実習
体制、カリキュラムの内容を調査し、適否を判断する。

　インターンシップ事業に参加を希望し、単位認定を受けるため
に、希望学生は授業科目「社会体験学習」を申し込まなければなら
ない。

　受入事業所の公表により参加希望学生から提出された志望理由及
び事業所の受入条件を委員会で調整の上、インターンシップ派遣学
生を決定し、6月中に発表する。
　なお、受入期間及び受入事業所における実施カリキュラムの内容
の決定は随時調整することができる。

　インターンシップ派遣学生、受入事業所及び大学との三者で覚書
を取り交わし、実施形態・実施方法を確認する。また、実習生紹介
書(履歴書)を受入事業所に提供する。
　なお、他機関によるインターンシップ事業での参加学生の場合は
理工学部インターンシップ事業の覚書等を省略することができる。

　就業体験中に万が一発生する事故等に備えて、インターンシップ参
加学生の傷害 ･ 損害等の保険加入を指導し、派遣確定後は大学で加入
の確認を行い、リスクの解消に対応する。
　なお、保険の種類として学生自身が傷害を負う場合及び学生が受入
事業所や第三者に損害を与える場合に対応できる保険とする。( 委員
会では「学生教育研究災害傷害保険」及び「学研災付帯賠償責任保険」
を推奨する。)
　また、受入事業所との覚書によって、守秘義務を負うことを確認する。

　インターンシップ希望学生は事前指導を受講しなければならない。
事前指導ではインターンシップの目的 ･ 効果、安全教育、職業意識と
心構え、ビジネスマナー、業界及び事業所の研究、履修指導、保険加
入等の指導及び学習に関して数回に分けて行い、インターンシップの
効果を上げる。
　なお、事前指導の内容は委員会で決める。

　インターンシップ参加学生は実施前に受入事業所との打ち合わせ
を行い、インターンシップの実施に支障が無いように調整する。

　インターンシップが学外の受入事業所で行われること、特に運営が
大学等の休業期間中に実施されることから、非常時の連絡体制を整備
する。

　インターンシップ実施委員会委員は実習を円滑に進行させるため、
また、大学と事業所間の連携活動として、インターンシップ期間中に
事業所を訪問し、事業のフォローアップを図る。

　受入事業所では実習に対する学生の態度、テーマヘのアプローチに
ついての評価 ･ 報告を行い、大学では学生成績評価の総合判定資料と
する。
　また、インターンシップ実施中の学生は実習日報を作成することに
より設定テーマの進捗状況を確認し、目標達成度を判断すること。最
後に自己評価を含めた実習レポートを作成し、大学に提出する。

　インターンシップ終了後、実習で得たものを学生が互いに認識し確
認しあうために、学生間のディスカッション、自己評価及び今後の学
習に必要となる課題提出等の指導を行う。

　単位の認定は、事前指導 ･ 事後指導 ･ 報告会への出席状況及び事業
所からの報告、学生からの実習日報告及び実習レポートにより総合判
定する。

　この事業の実施に関してその他必要な事項がある場合は、インター
ンシップ実施委員会で協議する。

　　目　　的1 　　就業体験中における事故 ･損害、機密保持11

　　事前指導12

　　インターンシップ実施前の打ち合わせ13

　　インターンシップの実施期間の体制14

　　事業所訪問15

　　就業体験の評価 ･報告16

　　事後指導17

　　単位認定18

　　その他19

　　対象学年等2

　　実施期間3

　　受入事業所の確保4

　　受入事業所の公表5

　　他機関によるインターンシップ事業への参加6

　　自己開拓事業所の決定7

　　履修申告8

　　受入事業所の調整及び決定9

　　覚書の取り交わし10

事前にインターンシップをきちんと理解してもらい、
事後もしっかり指導を行っています

学　生 大　学 事業所

●事業所の現場における実習を通じて、 
自主性、独創性、実社会での適応力を
養うことができる。

●実際の現場に触れることで、学問･研究に
ついて新たな学習意欲が喚起される。

●事業所に対する理解が深まる。

●自分にあった職業を選ぶ能力が身に
付く。

●将来に対して同様の目的意識を持って
いる仲間と出会うことができる。

●実践的な人材を実社会に送ることが
できる。

●座学だけでなく実践的な教育カリキュ
ラムを持つことができる。

●教育改善･充実ができる。産業界の二
一ズを知り、教育プログラムの共同開
発など教育面で連携できる。

●事業所に対する理解の促進、連携が
深まる。

●学生の進路指導において、ミスマッチ
ングを防ぐことができる。

●社員等が学生を指導することによって意
識が向上し、社員の研修になる。
●学生との意見交換を通じ、新鮮な視点、
新たなネットワークを得ることができる。
●自社に適した学生と、つながりを持つこと
ができる。
●新卒採用の選考において参考になる(ミ
スマッチングを防げる）。
●大学（教員等)との連携が深まる。研究二
一ズを大学へ反映させることができる(卒
論、修論テーマ、共同研究への発展など）。
●大学教育に産業界等の二一ズを反映さ
せることができる。教育プログラムの共
同開発など教育面で連携できる。
●事業所についての理解が促進され、学
生を通してPR効果が期待できる。
●実践的な人材育成という社会貢献ができる。

大学のメリット学生のメリット 受け入れ事業所のメリット

4月上旬

5月上旬

5月下旬

6月

7月上旬

8月～9月

10月～11月

1月

参加、概要等の検討受入依頼
受入条件確認

ガイダンス

受入事業所
概要確認

事業所概要まとめ
受入事業所リスト公開

概要、条件、
カリキュラムの提示

受入事業所リスト
学生リストの確認

履修申込
実習事業所の希望提出

受入協定の締結（覚書取り交わし）実習生紹介書の作成

受入先調整、決定実習先の決定

実習に関する事前打ち合わせ（学生↔事業所）

インターンシップガイダンス ～マナー編～

事業所訪問

インターンシップの実施

事後指導（レポート作成、まとめ、コース内報告会）

とりまとめ実習の反省、意見 実習の評価、要望、提言

単位認定
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理工学部 インターンシップの流れ
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私
は
10
月
18
日
か
ら
10
月
29
日
ま
で
の
間
︑
自
然
科
学
研

究
機
構
核
融
合
科
学
研
究
所
様
の
夏
季
短
期
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

数
理
・
物
理
コ
ー
ス
の
4
年
次
に
行
わ
れ
る
専
門
英
語
セ

ミ
ナ
ー
で
宇
宙
で
の
元
素
合
成
に
つ
い
て
の
教
科
書
を
読
み
︑

核
融
合
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
︒
そ
こ
か
ら
︑
核
融
合
発
電

の
実
現
に
向
け
て
研
究
を
進
め
て
い
る
核
融
合
科
学
研
究
所

様
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
し
て
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
︒

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
担
当
教
員
で
あ
る
鈴
木

助
教
の
研
究
の
一
部
を
体
験
し
ま
し
た
︒
鈴
木
助
教
の
行
っ

て
い
る
研
究
は
︑
研
究
所
が
所
有
し
て
い
る
大
型
ヘ
リ
カ
ル

装
置
の
プ
ラ
ズ
マ
を
利
用
し
て
︑
新
規
の
多
価
イ
オ
ン
の
元

素
ス
ペ
ク
ト
ル
を
発
見
す
る
︑
と
い
う
内
容
で
す
︒
そ
の
中

で
︑
今
回
私
は
︑
実
験
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
波
長
校
正
す

る
作
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
は
︑
横
軸
で
あ
る
波
長
が
実
験
す
る
ご
と
に
異
な
る
の
で
︑

ピ
ク
セ
ル
値
に
変
換
す
る
こ
と
で
︑
有
用
な
デ
ー
タ
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
︒
私
は
︑
デ
ー
タ
の
ス
ペ

ク
ト
ル
の
ピ
ー
ク
検
出
を
用
い
て
︑
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
三

次
関
数
で
多
項
式
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
︒
ま

ず
︑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︑
過
去
の
校
正
済
の
デ
ー
タ
か
ら
一
致

す
る
多
価
イ
オ
ン
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
選
択
す
る
同
定
と
い
う

作
業
を
行
い
ま
す
︒
ピ
ー
ク
検
出
し
た
ピ
ク
セ
ル
値
と
︑
同

定
し
た
ス
ペ
ク
ト
ル
の
波
長
を
も
と
に
三
次
関
数
で
多
項
式

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
︑
誤
差
を
求
め
ま
す
︒
そ
の
誤
差

が
目
標
の
値
ま
で
近
づ
く
ま
で
こ
の
校
正
を
繰
り
返
し
ま
す
︒

　

校
正
す
る
際
に
特
に
大
変
だ
っ
た
の
は
︑
同
定
の
作
業
で

し
た
︒
一
見
単
純
そ
う
に
見
え
ま
す
が
︑
同
定
を
間
違
え
る

と
︑
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
︒
元
素
ス
ペ

ク
ト
ル
の
放
射
の
強
弱
や
︑
遷
移
前
後
の
ス
ピ
ン
の
状
態
な

ど
同
定
す
る
際
に
判
断
材
料
と
な
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
︒
さ
ら
に
︑
よ
り
強
く
放
射
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
を
選
択
す
る
な
ど
同
定
を
す
る
時
に
は
広
い
視
点
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
︒
私
は
︑
校
正
の
作
業

を
す
る
こ
と
が
初
め
て
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
︑
視

野
が
狭
く
な
り
が
ち
で
し
た
︒
作
業
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ

と
で
︑
自
分
自
身
に
も
同
定
に
関
す
る
判
断
材
料
が
増
え
︑

幅
広
い
視
野
で
校
正
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

研
究
を
す
る
う
え
で
︑
快
適
な
環
境
作
り
を
心
が
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
︒
同
じ
作
業
を
効

率
的
に
こ
な
す
た
め
に
は
︑
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
研
究
に
取

り
組
む
の
で
は
な
く
︑
集
中
力
の
持
続
す
る
よ
う
に
オ
ン
と

オ
フ
を
切
り
替
え
て
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
︑
長
く
効
率

的
に
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
か
ら
考
え
ま
し
た
︒

　

10
日
間
の
実
習
を
通
し
て
︑
自
分
の
知
識
不
足
を
感
じ
る

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
︑
研
究
に
対
す
る
考
え
方
や
︑

自
分
の
適
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
今
回

の
実
習
で
得
た
知
識
や
経
験
を
今
後
の
研
究
に
い
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
︑
非
常
に
多
忙
で
社
会
情
勢
上
困
難

が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
︑
夏
季
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
っ
て
︑
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
核
融
合
科
学
研
究
所

の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
︒

　物理・材料理工学科   数理・物理コース

【期　間】

令和3年10月18日（月）～
10月29日（金）〈10日間〉

【実習先】

自然科学研究機構
核融合科学研究所

研
究
に
対
す
る
考
え
方
や

自
分
の
適
正
に
つ
い
て
考
え
た

佐さ

さ

き
々
木
　
凛り

ん

● INTERNSHIP REPORT
Pick Up
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インターンシップとは、「学生
が在学中に自らの専攻、将来の
キャリアに関連した就業体験を
行う制度」（文部科学省、厚生
労働省、経済産業省定義）で、岩
手大学では下記概要により実施
しています。

１.目 的
岩手大学理工学部「社会体験学習」
（以下「インターンシップ」とい
う）事業は、学生に職場体験させる
ことにより、主体的で創造的な人材
の育成を図ることおよび事業所、地
域との連携を図りながら、広く社会
に貢献することを目的としていま
す。

２.対象学年
この科目の主な対象学年は３年次
で、集中学習として計３回の事前・
事後指導全てに参加する必要があり
ます。なお、単位認定も実施してお
り取得できる単位数は１、または２
単位です。

３.実習期間及び実習内容
実習期間は原則として夏期休業期間
中の１週間以上（40時間）です。
１週間（40時間）の実習で１単位、
２週間以上（80時間）の実習で２単
位が取得できます。
実習内容は基本的に各事業所等が作
成したカリキュラムによります。

物理・材料理工学科　数理・物理コース �
物理・材料理工学科　マテリアルコース �
システム創成工学科　電気電子通信コース �
システム創成工学科　知能・メディア情報コース �
システム創成工学科　機械科学コース �
システム創成工学科　社会基盤・環境コース �
���� 年度インターンシップ受け入れ事業所実績一覧 �
事業所からの Q&A �
事業所実績等内訳 �
理工学部インターンシップ実施要領 ��
理工学部インターンシップのながれ ��
学生アンケート ��
インターンシップ実施委員名簿 �� 

▶CONTENTS

2 0 2 0
INTERNSHIP REPORT
イ ン タ ー ン シ ッ プ 実 施 報 告 書
FACULTY OF SCIENCE AND ENGINEERING IWATE UNIVERSITY

インターンシップ
実施報告書

INTERNSHIP
REPORT20

21
20
21

FACULTY OF SCIENCE AND 
ENGINEERING
IWATE UNIVERSITY

岩手大学インターンシップ
実施概要

インターンシップ実習に参加した学生 12 名（延べ人数）を対象に
アンケートを実施しました。

●インターンシップ受講の動機（複数回答可）

単位取得のため ………………………………… 12
自己啓発、研鑽のため ………………………… 10
家族、友人、先生からの薦め ……………………4
就職先の一つとして考えている企業のため ……2
なんとなく・無回答 ………………………………0

●研修期間について

適切な長さだった …………………………………7
もっと長くても良いと思った ……………………1
長かった ……………………………………………3
その他 ………………………………………………1

●研修先の受入れ体制は整っていたか

整っていた …………………………………………9
完全とは言えないが基本的に満足 ………………2
不十分 ………………………………………………1

●実習内容に対する満足度

満足 …………………………………………………9
やや満足 ……………………………………………1
やや不満足 …………………………………………1
無回答 ………………………………………………1

●受け入れ先の対応に対する満足度

満足・やや満足 ………………………………… 11
不満足・やや不満足 ………………………………1

●今回参加して得るものがあったか

得るものが大いにあった …………………………9
得るものがあった …………………………………3
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〒020-8550
盛岡市上田三丁目18 - 34
岩手大学学務部学務課理工学部担当

ＴＥＬ  0 1 9 - 6 2 1 - 6 3 0 7
ＦＡＸ  0 1 9 - 6 2 1 - 6 0 6 5
 E-mail   gr ike i@iwate-u.ac. jp

2021 年度　理工学部インターンシップ実施委員名簿

コース 氏名

委 員 長 マテリアルコース 大　柳　洸　一

副委員長 数理・物理コース 根　岸　健太郎

編集委員 生命コース 金　子　武　人

委 員

化学コース 塚　本　　　匡

電気電子通信コース 大　坊　真　洋

知能・メディア情報コース 張　　　建　偉

機械科学コース 小野寺　英　輝

社会基盤・環境コース 大河原　正　文

教務委員 明　石　卓　也

学務課 理工学部担当（学生センターＡ棟④番窓口）

　新型コロナウイルス感染症が世界的に流行

するという未曽有の状況のなか、本学部では

昨年度に引き続き対象学生を限定しインター

ンシップ事業を実施することとなりました。

大幅に規模を縮小しての実施となりました

が、例年行っている事前指導に加え、感染拡

大防止等に関わる指導も行いながら、10 名

の学生が無事にインターンシップを終えるこ

とができました。

　このような状況下で学生をお受け入れ頂い

た事業所、ならびに実習の実現には至りませ

んでしたが受入の了承を頂いた事業所の皆様

方には深く感謝申し上げます。誠にありがと

●掲載URL
　http://www.se.iwate-u.ac.jp/is/

うございました。アンケートなどを通して頂

戴したご意見は、貴重な資料として来年度の

実施に反映させる所存でございます。今後も

インターンシップについてのお問い合わせや

ご意見などをお待ちしておりますので、ご遠

慮なくお申し出ください。

なお、下記ページにインターンシップ情報を

掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

Thank you...

インターンシップとは、「学生
が在学中に自らの専攻、将来の
キャリアに関連した就業体験を
行う制度」（文部科学省、厚生
労働省、経済産業省定義）で、岩
手大学では下記概要により実施
しています。

１.目 的
岩手大学理工学部「社会体験学習」
（以下「インターンシップ」とい
う）事業は、学生に職場体験させる
ことにより、主体的で創造的な人材
の育成を図ることおよび事業所、地
域との連携を図りながら、広く社会
に貢献することを目的としていま
す。

２.対象学年
この科目の主な対象学年は３年次
で、集中学習として計３回の事前・
事後指導全てに参加する必要があり
ます。なお、単位認定も実施してお
り取得できる単位数は１、または２
単位です。

３.実習期間及び実習内容
実習期間は原則として夏期休業期間
中の１週間以上（40時間）です。
１週間（40時間）の実習で１単位、
２週間以上（80時間）の実習で２単
位が取得できます。
実習内容は基本的に各事業所等が作
成したカリキュラムによります。

物理・材料理工学科　数理・物理コース �
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